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対話映像音声資料の収録とデータ化の方法

　　小磯花絵　　前川喜久雄

（E－ma，il：　koiso，kikuo＠kokken．go．jp）

　　書語行動研究部第2研究室

要旨：現在，さまざまな分野で対話への関心が高まるなか，対話研究を支えるものとして，また相互の

研究の接点として，対話データの重要性が認識されるようになってきた．しかしながら，高晶質の対話

データを多角的な検討が可能となる程度の量収集しようとすると，さまざまな問題にぶつかる．そのた

め対話データを作成するための技術や経験知識を蓄積することがもとめられている．このような動向

を背景に，本研究室では現在，対話コーパスを構築すると同時にりコーパスを正確かつ効率的に構築す

るための手続きや作業環境の検討を行っている．そこで今回の概究室公開では，実際の対話の収録と書

き起こし作業に焦点をあて，その方法について紹介する．

キーーワード：対話コーパス，自発的発話，対話奴録，転記作業

1　はじめに 2　対話の収録

　近年，言語学や音声学，心理学，音声工学など，2．1　どのような対話を収録するか

さまざまな分野で対話への関心が高まりつつある．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2．1．1　課題指向的対話の有効性
これをうけて，研究の出発点となる対話の資料，

「対話コーパス」の構築が求められるようになつ　　人は朝おきてから夜ねるまで，いろいろな人と

てきた［11．対話＝1　kパスとは，対話の音声データ　いろいろな場所で会話をしている．たとえば家で

や書き起こしテキストを基本に，そのほか対話状況　の家族との会話や学校での友達との会話など，会話

の映像資料や，韻律，統語，談話情報などのラベル　をしない日はないと言っていいだろう．

をも含む資料全体を指す・このような対話コーパ　　そのため，街にテープレコーダーを持っていけ

スを利用することで，たとえば話者の交替やあいつ　ば膨大な対話を容易に収録することができる．し

ちの生起にどのような韻律・統語が関与している　かし，研究の目的によってはこのようなデータはあ

かを分析することが可能となるのである［21・　　　まり役に立たないことがある．というのは，家の中

　このように対話研究においてコーパスが果たす　や街のなかでは目覚しや，ドアを閉める音，車の音

役劉は非常に大きくその利用が望まれるものの，対　など非常に多くの音が常に鳴っているからである．

話コーパスの構築にはさまざまな問題が存在して　対話の音声的な側面に興味をもつ研究者にはこの

おり，構築作業は容易とは言えない．そのため対　ような「ノイズ」の混入したデータはあまり役に

話コーパスを効率的に作成するための技術や経験，立たないのである．そのため音声に関心のある研

知識の共有化が重要な課題となっている。　　　　究者は，防音室のように外の音が遮断された部屋で

　このような流れをうけ，本研究室では対話コー　対話を収録することが多い．このような状況で収

パスを構築すると嗣疇に，コーパスを正確かつ効　録された音声はノイズが少なく，またヘッドフォン

率的に構築するための手続きや作業環境の検討を　マイクなどを利用することで複数の話者の音声を

行っている．今回の研究室公開では，収録してきた　分離して録音することができるため，さまざまな音

対話データを紹介すると同時に，コーパスを構築す　声分析が可能となるのである．

るための方法や作業環境についても紹介する．　　　しかし，もし我々が防音室に入れられ，ヘッド
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フォンマイクをして相手と何でもいいから会話を

しろと言われたら，いつも通り会話ができるだろ

うか．緊張して何をはなしていいかわからず，そ

らぞらしい会話となるのが関の山である．　その

ため，防音室を利用して対話を収録する場合には

何か課題やゲームなどを利用することが多い．2

人（あるいは3人以上）の被験者に課題やゲームを

やってもらい，課題を遂行するなかでお互いにかわ

された対話を収録するのである．たとえば経路の

描かれた地図をもつ人が相手にそのルートを教え

るという地図を利用した課題［31や，2人でクuス

ワードを解くといったゲーム［4］などを利用して，

実際に対話の収録が行われている．

　このような種類の対話はf課題指向的対話」と

呼ばれる．防音室のような実験室環境では，こう

いつた課題やゲームをする方が，単に臼常的な会話

をしてもらうよりもずっと盛り上がることが多く，

結果としてより自然な対話が得られるのである．

　それでは複数の人で行う課題ならば何でもよい

かというと，そう簡単でもない．当然のことなが

ら，課題は相手と対話をしながら進めるタイプのも

のでなければならない．たとえば，2人でクuス

ワードをとくという課題の場合，それぞれ黙ったま

ま自分で勝手に答えを出し，最後に答えをつきあわ

せるということも考えられる．この場合，対話は

課題の最後にしか生じないことになる1．このよう

に，利用する課題によって対話の量や質がかなりか

わるため，課題は慎重に選択しなければならないの

である．

2．1．2　カロリータスクとは

　本暦究室ではいくっかの課題を考案L，試験的

に対話の収録を行っているが，比較的面白い対話が

みられた課題として，「カロリータスク」がある．

　カmジータスクとは，2人の被験者がクッキー

やパイ，チョコレートなど，10個のお菓子の写真が

載っている用紙をそれぞれ持ち，その写真をみなが

らお互いに相談してカロリーの零そうな順にお菓

子を並べるという課題である．

　1中里他（1994）では，被験者間での癸話のやりとりを活発

化させるために，タテとヨコの鍵を1人ずつ別々に持たせると

いう工夫をしている．

　お菓子は市販されているごく一般的なものであ

る．そのため，被験者はお菓子の写真やパッケージ

の説明，過去の経験などにもとづきながら，2人で

どれがカロリーが高そうかを相談する．2人は離れ

て座っており，お互いの用紙がみえないようになっ

ている．また2人が見ているお菓子のリストは次

の3つの点で異なっている．

⑧用紙に載っている10個のお菓子のうち9個

　は一一緒で，残り1つが被験者によって異なる．

　（つまり2人あわせて11種類のお菓子がリス

　トされている．）

働用紙の中でお菓子が印刷されている位置が異

　なる．

ee一方の用紙にはパッケージの写真（お菓子の

　絵・写真入り）だけが，もう一方の用紙に

　はパッケージの写真に加えて，　「バターが

　チェリーの風味を花咲かせる××クッキー」

　といった宣伝文句や，触当たりのソフトさ，

　厚さのバランスよし」といった簡単なコメン

　トが付いている．

2．1．3　カロリータスク対話の特徴

　カnリータスクの特徴として，以下3点が挙げ

られる．

　第1の特徴は，2人のもっている情報が必ずしも

一致していないため，課題を遂行するためにお互い

に情報を交換しなければならず，必然的に対話が生

じるという点である．課題は相手との対話を要求

するタイプのものでなければならないことを先に

指摘した．カロリータスクでは，お菓子のリスト

に偏りをもたせているため課題の遂行にあたって

お互いに情報を交換する必要があり，必然的に対話

が生じる．

　第2の特徴は，一方の被験者だけが情報をもち

相手に何かを教示をする，といったような役割の非

対称性が存在しないため，発話の量や質に関する均

一性が期待できるという点である．何かを教示す

るという課題の場合，教示する側が発話をする量が

多くなるといったように，発話の量に関して偏りが

生じるだけでなく，たとえば教示側の発話に命令的

な発話が多発したり，また被教示者にはあいつちが

多く出現したりといった，発話の質的な側面にも偏

りが生じやすい．一方カロリータスクではこのよ
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図1：対話の収録状況

うな役割差がないため，発話の量や質に関して被験

者間でバランスのとれた対話が期待できる．

　第3の特徴は，市販されている一般的なお菓子

を利用しているためラ過去の経験や自身の嗜好と

いった課題以外の話題が趨現しやすく対話が多様

化するという点である．課題指向的対話は大抵課

題に関係する話題を中心に対話が進められるため，

対話は全体的に単調なものとなりがちである．カ

ロリータスクでは過deにそのお菓子を食べたとい

う経験そのものが課題の遂行に有用であることか

ら，自然と話題に多様性が生じることが期待され

る．

　実際に収録されたカロリータスク対話の抜粋を

表1に示す．話者しさんとRさんの発話のバラン

スもよく，またあいつちなども適度に挿入され，お

互い活発に発話が交換されていることがわかる．

2．2　収録実験

　次に実際の収録について簡単に説明する．

的な品質を保証するために対話の収録は防音室を

利用して行なわれた．図1に収録の状況を示す．

　防音室は壁で2つの小部屋に分離されており，

相手の上半身が見える程度の窓（幅80cm×高さ

音響れも知蛤い同士）が選ばれた・

60cm）が壁の中央にとりつけられている．被験者

はこの窓ごしに机をならべ向かいあって座り，ヘッ

ドフォンマイクを利用して対話をした2．両者の音

声は完全に分離されており，DATに2チャンネル

独立で録音された．

　机の上にはお菓子の写真の載った用紙，回答用

紙筆記用具，そしてカメラが置かれた（腐1参照）．

カメラは被験者の顔より少し低い位置に設置され，

顔を中心とした上半身が記録された．また窓の上

から下方向に向かってカメラが設置され，机の上や

車上での被験者の手の動きなどが記録された．被

験者のじゃまにならないように小型のカメラが用

意された．以上各被験者ごとに2台ずつ，計4台

のカメラによる映像はそれぞれ独立にビデオテー

プに記録された．またこれら4画面を1画面に同

期合成した画像も岡時に記録された．

　被験者には対話を収録するという本来の目的は

伏せられ，簡単なゲームをしてもらうということの

み伝えられた．被験者として何組かの2人組（いず

　　　　　　　　　　　　　　　両者はカロリー

　2相手の声はヘッドフォンを通じて聞こえてくるため，対函

での対話よりは，むしろ電話での対話に近い．

　3今後初対癒の2人組の対話も含めて収録することを検討

している．
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タスクに関する簡単な説明を受けたのち課題を開

始した．

3　書き起こし作業

3．1　転記テキストに求められるもの

　対話音声を書き起こした転記テキストは，統語

や韻律，談話，身体動作などに関する情報を付与す

ることができるという点で，対話研究に欠かすこと

のできない重要な資料である．しかし，転記テキ

ストはあくまでも音声情報や画像情報の一部を記

述したものにすぎず，文字デS一一nタに変換することに

よって失われる情報は非常に多い4．そのため，分

析を行う際には転記テキストから音声・画像情報

を容易に参照できることが望まれる．このような

相互参照を実現するための1つの方法は，「発話」

や「文」といった転記テキストの基本となる単位

ごとにその単位の開始時刻と終了時刻を記録し，こ

の時間情報を参照して転記テキストから音声・画

像情報にアクセスするというものである．

　この方法は非常に有効ではあるものの，従来の

ようにカセットを聞きながら書き起こしをすると

いう方法では，時間情報を正確に記録することも，

また作業を効率的におこなうこともできない．そ

のため，書き起こし作業を支援するための環境を整

備することが求められる．そこで本研究室では，音

声・画像情報とのリンクを可能とする転記テキス

トを作成すると同時に，作業を正確かつ効率的に行

うための環境の整備を検討している．以下ではそ

の活動について簡単に紹介する．

3．2　転記上の基本単位

　上述したように，転記テキストと音声・画像情

報とのリンクを実現するには，転記上の基本となる

単位を決定し，その単位の開始時刺と終了時刻を効

率的に測定する必要がある．このような基本単位

として，たとえば「文」や「発話」といった単位が

考えらえる．しかし会話においては必ずしも文法

的に正しく発話されるわけではなく，「文」の認定

は容易ではない．またF発話」という単位に関し

　4この点に関しては，本山子中の前川の研究（「音声による

パラ誉語情報の伝達j）を参照して頂きたい．

ても客観的な基準に欠けており，作業に利用するこ

とは難しい．

　そこで本研究室では，客観的に判定可能な単位

として無音区間を利用した単位を採用した．この

単位を「問発話単位」と呼ぶ．間発話単位とは，1

人の発話音声のなかで，ある一定時間以上の無音

によって区切られた音声区聞のことである．無音

の閾値に関しては検討中であるが，現時点では100

ミリ秒以上の無音で区切られた単位を利用してい

る5．表1の転記転記テキストは，100ミリ秒以上

の無音で区切られた間発話単位を利用して書き起

こしをしたもので，1行単位で表現されている．

3．3　作業の流れ

　時間情報をもつ転記テキストを正確かつ効率的

に作成するために，以下の手順で作業をしている．

図2を見ながら作業の手順をおっていく．

　まず，音声データから間発話単位の開始，終了時

点を計算機によって自動的に検出し，転記テキスト

のもととなる時間情報テキストを作成する（図2左

上A参照．）．この時，間発話単位の境界は波形情

報にもとづいて自動的に検出しているため，会話者

の発話音声だけでなく，机をたたく音や息の音など

の発話以外の音（ノイズ）も同時に検出されてしま

う．そのためこのようなノイズ部分を削除する必

要がある．

　そこで次の段階として，自動的に検出した間発

話単位の開始，終了時翔を波形上に表示し，その

区間の音声を実際に聴いて発話音声かノイズかを

判断し，ノイズの場合にはその部分を除去すると

いう作業を行う．　たとえば図2Bには5つの

問発話単位（0010～0014）があるが，波形部分を

マウスでクリックして1つずつ聴いていくことで，

0012と0013とがノイズであることがわかったと

しよう．この時作業者がすることは，これらノイ

ズの部分の境界線をマウスを使って取り除くこと

だけである．修正後の図をCに示す．このよう

に，まず波形上で時問情報を修正してから，新しい

時間情報テキストを改めて自動的に作るのである．

図2Dが修正後の時間情報テキストになる．

　5たとえば千葉大学地図課題コーパス（青野他，1994）では，

400ミリ秒以上の無音区間で区切られた発話区間を基本単位

として採用している．
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A．時聞情報テキスト（修1E前）

OOIe　OO：19：936－OO：22：112　L：
OOII　OO：22：034－OO：23：035　R：

OO12　OO：22：596－OO：23：530　L：

OO13　OO：23：382－OO：23：925　R：
OO14　OO：24：096－OO：27：024　R：

D．時間情報テキスト（修正後）

　　　　　　ノイズ
@　　　　　　　　　　　B．波形（修正前）τ薦1奪」鞠　　　　　　　　　　　　　　P船㈱L濫．鍋聖1算取”“」馴卜．．一．一脚

曹

‘’

．

凱鍔 』アWT↓一で一「P昌「『曙y「丁卵脚「「■「樫fP冑彗じ唱L1ド　F「「Tτ▼町　－「胃　ハ丁昌幣’汐■

干N
’「　P’”ヨ院

襯，

p
、］誌・鳳

讃　　← 恵　　爵 ，、群　瀬 ド風

乱発諾単位境界の表添

OOIO　OO：19：936－OO：22：1！2　L：

OOII　OO：22：034－OO：23：035　R：

OO12　OO：24：096－OO：27：024　R：

単位：毎に音声を再生

しながら転記作業

境界の

修月映鷺

　　　　ゆ　　　QOIl　　　　　　　　　　　　　　oe13　　　　　　　　0e14

　鷺発謡単位：境界の簸正

　　　　　C．波形（修正後）

㎞…　　　P㈱L…隅一．　開　冒　…　…　～　“　，　牌　，　…　…　…　…　一　．　．　．　一　．　．　．　一

府 ｝瞥甲宙齧蛛p甲r四℃マ？マ甲

門｝ 甲「御暇　　　一¶

i

1訓　瀧　勘　記　m　訂　コ1囲　即
　oo11

一S’
高普^4

E。転記テキスト（完成）

OOIO　OO：k9：936－OO：22：112　L：
DOII　OO：22：034－OO：23：035　R：

OO12　OO：24：096－OO：27：024　R：

特にこの手の膜子は弱いのよ ﾎ．ん

でも基本的に小さいものは

図2：書き起こし作業の流れ

　最後に，修正後の時間情報を利用しながら問発

話単位の発話音声を順々に聴き，発話内容を1っず

つ書き起こしていく（図2E）．

　以上の手続きをふむことで転記テキストが完成

する．テープを聴きながら書き起こしをするより

も時間情報などを非常に正確に記述できるうえ，任

意の発話箇所を自在に聴くことができるため，効率

よく転記作業をすることが可能となるのである．

4　おわりに

活動に関して，とくに対話の収録と書き起こし作業

に焦点をあて紹介をした，質・量ともに充実した

対話データを構築することが重要な課題とされて

いる現在においては，構築した対話データだけでな

く，データ構築の過程で得られた知見やツールなど

をも含めて公開することが望まれる．本研究室で

の活動は始まったばかりであり，今後よりよい対話

データを作成するための基準や環境の整備を行う

必要があるが，これらの作業過程で得られたデータ

やツールに関しては，随時公開していくことを検討

している．

以上，本研究室で行っている対話データの構築3．醐元子他（・994）．k図課三一・・ス（欄報

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　告），人工知能学会研究会SIG－SLUD・・9402。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　25－30．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4。中里収他（1994）．協調作業における対話データ
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表1：カmり一ゲーム対話の転記テキスト（一部）
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（1列目は発話の番号．2列目は発話の開始／終了時刻．3列目は話者IDと実際の発話の内容．また発話内の記一号

“［”は，そこで両者の発話が時間的に重複していることを示す．資料の前半12行が課題の開始部分の対話，後単は

お互いの用紙のお菓子の確認をおえてカロリーの高そうなお菓子を選びはじめた部分である．）
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